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第 3 章では、 Qマップ法を用いた分散補償光ソリトン線路の最適設計手法について述べた。周期的分散補償線路モ




第 4 章では、 Qマップ法による波長多重光線路の最適設計手法について述べた。伝送特性の波長間隔依存性、チャ
ネル数依存性等について評価を行い、最適信号強度や分散マージンの評価に有効であることを示した。また光ファイ
パ複合架空地線を用いたフィールド実験を実施し、 RZ 符号では、 10Gbit/s、 784km および40Gbit/s (10Gbit/s, 4-
WDM) 、 392km の伝送を行うとともに、最適伝送条件がシミュレーション結果と一致することを確認した。また

























て検討を行い、 Q マップ法の有効性を示している o またテラビット級伝送システムについて検討し、分散スロー
プ補償に関する条件を導いている。
(6)光ファイバ複合架空地線 (OPGW) における波長多重伝送フィールド実験を実施し、 80Gbit/s (10Gbit/s、 8W
DM) 、 588km (増幅器開隔98km) の伝送に成功するとともに、 RZ 符号よりも NRZ 符号の方が有利となるこ
とを示している。




容量光通信システム実用化に寄与するところ大である O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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